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市庁舎が完成しました

馨
’
　
嚢
難
礁

霧覇
鐵

鍵
霊

、
年

雛
刷

［浮

縄
　
　
鱗

野
　
　
，

謂

　
市
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
庁
舎
は
総
工
費
三
億

八
千
七
百
万
円
で
、
昭
和
四

十
六
年
十
二
月
に
着
工
し
、

本
年
三
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
五
、
四
三
四
平
方
米
に
、

地
下
一
階
地
上
五
階
（
塔
屋

二
階
）
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

二
基
を
設
け
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
の
便
ぎ
を
計

る
た
め
一
階
に
市
民
相
談
室

と
市
民
課
、
税
務
課
、
衛
生

課
、
福
祉
事
務
所
及
び
収
入

役
室
、
会
計
課
、
七
十
七
銀

行
窓
口
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
よ
り
一
層
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
る
た
め
、
市
民
相
談

室
を
正
面
玄
関
東
側
に
開
設

し
て
、
市
行
政
全
般
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
と
、
ご
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
か
ら
ご

利
用
下
さ
い
。
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刀
口

日
、
再
露

叢
苧

　
　
　
本
日
こ
こ
に
新
装
な
っ
た
市
議
会

　
　
議
場
に
お
ゴ
、
第
百
二
十
一
回
白
石

　
　
市
議
会
か
開
会
さ
れ
、
昭
和
四
十
八

　
　
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
、
提
出
議
案

　
　
の
ご
審
議
を
煩
わ
す
に
あ
た
り
ま
し

　
　
て
所
信
の
一
端
を
申
し
あ
げ
議
員
各

　
　
位
の
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力

　
　
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
、

　
　
　
私
は
、
市
政
担
当
以
来
常
に
住
民

　
　
福
祉
の
向
上
を
念
じ
、
都
市
基
盤
の

　
　
整
備
及
び
安
全
快
適
な
生
活
環
境
の

　
　
確
保
を
基
調
と
し
て
市
勢
伸
展
の
諸

　
　
施
策
を
講
じ
て
参
り
ま
し
た
，

　
　
　
ご
承
知
の
と
お
り
東
北
縦
貫
自
動

　
　
車
道
は
、
い
よ
い
よ
今
秋
白
石
仙
台

　
　
間
が
開
通
す
る
運
び
と
相
成
り
、
懸

　
　
案
の
白
石
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
で
、
も
実

　
　
現
の
端
緒
に
つ
き
、
ま
た
、
東
北
新

　
　
幹
線
も
昭
和
五
十
一
年
開
通
を
目
指

　
　
し
て
建
設
工
事
が
進
行
す
る
な
ど
陸

　
　
上
交
通
網
の
整
備
に
伴
い
、
わ
が
白

　
　
石
の
飛
躍
的
発
展
が
期
侍
さ
れ
る
の

　
　
で
あ
り
ま
す
。
時
あ
た
か
も
市
制
施

　
　
行
二
十
周
年
の
意
義
あ
る
時
機
を
迎

　
　
え
、
多
年
の
宿
願
た
る
市
庁
舎
新
築

　
　
工
事
の
完
成
を
み
る
に
至
り
ま
し
た

　
　
こ
と
は
、
顧
み
て
感
慨
一
入
深
い
も

　
　
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
私
は
、
こ
の
機
会
に
市
政
運
営
の

長
近
代
化
、
能
率
化
を
促
進
し
て
市
民

‘
市生

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
行

麻
政
組
織
を
改
革
し
、
職
買
と
も
ど
も

　
　
心
気
一
転
、
創
意
を
こ
ら
し
’
－
、
事
に

　
　
あ
た
る
決
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ

　
　
り
ま
す
。
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大鷹沢公民館

地
方
財
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
近
に
お
け
る
経
済
環
境
の
著
し
い

変
化
に
伴
い
、
生
盾
関
連
社
会
資
本

の
整
備
及
び
住
民
福
祉
向
上
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
要
請
さ

れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
昭
和
四
十

八
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は

市
民
生
活
に
直
結
す
る
施
設
の
充
実

並
び
に
重
要
継
続
事
業
の
実
施
等
を

重
点
に
編
成
い
た
し
た
次
第
て
あ
り

ま
す
か
、
そ
の
主
た
る
事
業
と
い
た

し
ま
し
て
は
、

　
第
一
点
は
、
道
路
網
の
整
備
を
推

進
す
る
こ
レ
易
、
あ
り
ま
す
，
市
道
の

改
良
、
舗
装
に
つ
き
ま
し
で
、
は
、
従

来
か
ら
努
力
を
続
け
で
参
り
ま
し
た

か
本
年
度
に
お
い
て
も
一
層
こ
れ
を

推
進
す
る
所
存
て
あ
り
ま
す
、

　
第
二
点
は
、
教
育
施
設
の
整
備
拡

充
を
図
る
こ
と
で
、
あ
り
ま
す

、
ま
ず

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
越
河

小
学
校
校
舎
の
改
築
工
事
、
長
峰
分

校
集
会
室
の
新
築
工
事
を
起
工
す
る

ほ
か
、
白
石
中
学
校
の
プ
ー
ル
整
備

事
業
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
公
民
館
並
び
に

図
書
館
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
青

少
年
錬
成
の
場
に
供
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
第
三
点
は
、
杜
会
福
祉
の
増
進
で

あ
り
ま
す
．
老
人
医
療
費
及
び
乳
児

医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
国

並
び
に
県
の
施
策
と
相
俊
っ
て
親
切

な
措
置
を
執
る
所
存
で
あ
り
ま
す
る

が
、
老
入
家
庭
を
巡
回
し
て
お
世
話

す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
二
名
増
員

配
置
す
る
と
と
も
に
寝
た
り
き
り
老

人
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
ほ

か
、
児
童
館
を
建
設
し
て
児
童
福
祉

の
増
進
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
四
点
は
、
産
業
の
振
興
対
策
で

ご
ざ
い
ま
す
。
商
工
業
に
関
し
ま
し

て
は
、
中
小
企
業
者
の
体
質
改
善
を

図
る
た
め
、
設
備
近
代
化
資
金
或
は
、

運
転
資
金
の
融
資
貸
付
金
の
増
額
を

行
な
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
基

盤
の
整
備
を
図
り
、
圃
場
及
び
農
道

網
を
整
備
す
る
と
と
も
に
畜
産
団
地

の
造
成
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
林
道
開
設
に
つ
い

て
も
助
成
を
講
じ
林
産
資
源
の
洒
養

に
資
す
る
ほ
か
、
森
林
組
合
の
育
成

強
化
を
図
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。　

第
五
点
は
、
新
幹
線
白
石
駅
周
辺

の
区
画
整
理
事
業
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
城
山
橋
の
整
備
を
行
な
い
地

域
開
発
を
図
る
ほ
か
、
市
営
住
宅
を

建
設
し
て
民
生
安
定
に
資
す
る
存
念

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
以
上
が
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
け

る
基
本
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事

態
の
動
向
を
よ
く
見
極
め
適
切
な
施

策
を
講
じ
て
市
勢
発
展
の
た
め
全
力

を
投
入
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
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．
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9億9千万円の使いみち
　N48年度一般会計予算

費18．8％務＼総
　＼、

　　＼

　　　＼

費

税　24．5％

　　　　土木費
　　　　　12．0％
　歳出
　　　　　農林水産業費
1，990，412千円　　　7・7％

　　　　　一公璽菊

生民

21．1％

育教

市

〆　　　　　国庫支出金

歳入　　　　　　　16．5％
，990，412千円

　　　　　漿薯的詮5傷

　　　　労　　．碗極ソ

地方交付税

35．9％

10．9％

％
％
％

0
　
0
　
0

　
　
　
　
ド

費
費
費

　
　
旧

工
働
復

　
　
害

商
労
災

民
生
費
、
教
育
費
で

　
全
予
算
の
四
三
％
を
占
め
る

　
住
民
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
施

設
の
充
実
を
主
眼
と
し
た
予
算
で
あ

り
、
教
育
関
係
予
算
は
、
全
体
の
二

一
・
九
％
の
四
億
三
千
五
百
六
十
五

万
円
で
、
つ
つ
い
’
、
民
生
費
が
一
二

・
］
％
で
四
億
二
干
二
十
二
万
円
と

合
わ
せ
て
、
全
体
予
算
の
四
三
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
．

　
議
　
会
　
費

　
五
千
二
百
十
八
万
八
千
円

　
総
　
務
　
費

　
三
億
七
千
四
百
八
十
三
万
一
千
円

で
一
八
・
八
％
を
占
め
て
お
り
主
な

歳
出
と
し
て
、
白
石
市
外
二
町
組
合

病
院
出
資
金
三
干
八
十
八
万
二
千
円

交
通
安
全
対
策
費
六
百
九
十
七
万
三

干
円
、
行
政
連
絡
費
七
百
四
十
二
万

八
干
円
、
市
史
編
纂
費
二
百
五
十
万

円
、
市
庁
舎
建
設
附
帯
工
事
費
六
千

七
百
九
十
九
万
円
、
市
民
会
館
費
二

百
二
十
七
万
一
千
円
、
市
制
施
行
二
卜

周
年
記
念
行
事
費
三
百
万
円
か
そ
れ

ぞ
れ
計
上
さ
れ
ー
、
い
ま
す
．

　
民
　
生
　
費

　
四
億
二
千
二
十
二
万
円
で
一
億
二

千
十
二
万
三
千
円
の
増
。
特
に
老
へ

福
祉
、
児
童
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

老
入
福
祉
費
一
憶
］
千
六
百
五
十
五

万
二
千
円
で
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成

金
一
百
五
十
一
万
二
千
円
、
老
人
医

療
費
助
成
金
八
千
九
百
四
十
九
万
入

千
円
、
老
入
福
祉
法
に
よ
る
措
置
費

一
干
八
百
三
十
丸
万
七
千
円
、
老
尺

福
祉
セ
ン
タ
f
費
…
百
九
レ
六
万
一

千
円
が
計
上
さ
れ
f
、
い
ま
す
　
児
直

福
祉
費
一
億
一
千
二
百
三
十
托
万
八

千
円
に
乳
児
医
療
費
助
成
金
四
百
囮

万
二
干
円
児
童
手
当
三
干
］
百
べ

十
九
万
六
千
円
、
保
育
園
費
］
千
五

百
五
十
三
万
六
千
円
、
児
童
館
建
設

費
一
千
三
百
六
十
ナ
．
万
八
千
円
か
含

ま
れ
で
、
い
ま
＋
　
て
、
生
活
保
護
費

一
億
五
千
三
百
四
十
四
万
六
千
円
、

身
体
障
害
者
福
祉
費
六
百
三
十
五
万

円
か
計
上
さ
れ
イ
、
い
ま
す
．

　
衛
　
生
　
費

　
八
干
一
百
五
十
八
万
円

　
労
　
働
　
費

　
一
千
瓦
百
九
十
二
万
七
千
門

　
農
林
水
産
業
費

　
一
億
五
干
三
百
七
十
托
、
万
八
F
円

　
商
　
工
　
費

　
三
千
九
百
七
十
六
万
7
「
円

　
土
　
木
　
費

　
二
億
三
千
氏
百
三
十
八
万
五
千
円

で
、
全
体
の
十
二
％
を
占
め
で
、
お
り

ま
す
。
道
路
橋
梁
費
一
億
五
千
三
百

六
十
七
万
七
干
円
の
う
ち
に
、
道
路

新
設
改
良
費
一
億
七
百
万
九
千
円
、

城
山
橋
整
備
事
業
費
二
千
一
百
万
円

か
主
な
も
の
で
あ
る
，
河
川
費
五
百

九
十
七
万
へ
干
円
、
都
市
計
画
費
一

千
二
百
二
十
九
万
六
千
円
、
住
宅
費

一
千
一
百
八
十
六
万
円
の
内
、
公
営

住
宅
建
設
事
業
費
四
干
一
百
四
十
七

万
九
千
円
で
、
簡
易
耐
火
構
造
住
宅
二

十
戸
建
設
が
見
込
ま
れ
て
、
お
り
ま
す

　
消
　
防
　
費

　
六
千
八
百
九
十
五
万
円
で
『
千
三

白
托
十
九
万
七
千
円
増
で
積
載
車
二

台
可
搬
式
動
力
ポ
ン
プ
ニ
台
購
入
か

見
込
ま
れ
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
　
育
　
費

　
四
億
三
千
五
百
六
十
五
万
円
で
一

億
七
千
四
、
百
十
一
万
六
千
円
の
増
。

全
予
算
の
ト
ソ
プ
を
占
め
て
お
り
、

教
育
文
化
施
設
の
充
実
に
重
点
を
、

お
い
て
お
り
、
小
学
校
費
一
億
九
千

六
十
万
五
千
円
に
、
越
河
小
学
校
校

舎
政
築
工
事
、
福
岡
小
学
校
長
峰
分

校
集
会
室
新
築
工
事
が
見
込
ま
れ
、

教
育
振
興
費
に
｝
千
一
百
三
十
二
万

二
干
円
、
小
学
校
管
理
整
備
費
六
百

三
十
二
万
五
千
円
を
計
上
し
ま
し
た

中
学
校
費
六
千
一
百
四
十
六
万
三
千

円
で
、
白
石
中
学
校
水
泳
プ
ー
ル
建

設
工
事
及
び
、
小
原
小
中
学
校
簡
易

水
道
改
良
工
事
か
見
込
ま
れ
、
教
育

振
興
費
七
百
十
六
万
二
千
円
、
幼
稚

園
費
一
千
二
百
七
万
八
千
円
、
社
会

教
育
費
一
億
三
千
九
百
二
十
三
万
三

干
円
に
、
大
平
公
民
館
建
設
費
三
千

八
十
三
万
二
千
円
、
図
書
館
建
設
費

七
千
六
百
七
十
六
万
五
千
円
か
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
復
旧
費

　
城
山
橋
災
害
復
旧
事
業
に
一
千
九

百
五
十
三
万
円
。

一3一



No，165し広報しろい148．　5

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒

　
こ
の
た
び
不
肖
私
、
議
員
の
皆
様

が
た
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
白

石
市
議
会
議
長
の
要
職
に
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
ま
こ
と
に
身
に
余

る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
．
、

　
私
は
市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
経

験
も
浅
く
、
ま
た
浅
学
非
才
で
あ
り

ま
し
て
、
そ
の
器
で
は
な
い
こ
と
を

よ
く
承
知
い
た
し
で
、
い
る
の
で
あ
り

ま
す
か
、
こ
こ
に
皆
様
の
ご
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
沢
　
　
登

を
受
け
た
う
え
は
、
一
身
を
挺
し
て

そ
の
ご
厚
志
に
お
報
い
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

　
議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
公

正
無
私
の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
今

や
、
白
石
市
は
東
北
縦
貫
自
動
車
道

の
完
成
を
目
前
に
控
え
、
続
い
て
白

石
バ
イ
パ
ス
並
び
に
東
北
新
幹
線
の

完
成
に
伴
い
白
石
市
の
発
展
に
最
も

重
要
な
時
期
に
あ
る
の
で
、
よ
り
よ

き
議
会
運
営
を
は
か
り
市
民
の
福
祉

増
進
の
た
め
、
市
民
の
信
託
に
こ
た

え
る
べ
く
そ
の
目
的
達
成
に
最
善
の

努
力
を
い
た
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
何
卒
今
後
よ
ろ
し
く
ご
協

力
を
下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

≡
≡
一
≡
≡
≡
一
一
一
一
≡
一
≡
≡
一
≡
＝
＝
一
＝
＝
…
≡
一
≡
一
≡
一
…
一
≡
…
一
＝
一
≡
一
＝
≡
＝
一
一
≡
一
一
一
≡
一
一
一
一
≡
≡
≡
＝
…
≡
一
≡
…
≡
一
＝
一
一
≡
＝
一
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
一
＝
≡
一
≡
≡
一
≡
≡
一
一
≡
≡
一
一
一
＝
≡
＝

市民のサービスをモットーに

［潔聾鞭．菓．．

216543213212121
　
市
民
相
談
室
　
　
（
一
階
）

市
民
の
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す

市
庁
舎
内
の
案
内

　
市
　
民
　
課
　
（
一
階
）

戸
籍
、
住
民
登
録
、
外
入
登
録
事
務

印
鑑
証
明
事
務

国
民
年
金
事
務

児
童
手
当
事
務

消
費
者
相
談
・
清
掃
券
の
販
売

仮
ナ
ン
バ
ー
の
交
付

　
税
務
課
　
（
一
階
）

市
税
に
関
す
る
事
務

固
定
資
産
税
に
関
す
る
事
務

納
税
組
合
関
係
事
務

　
保
険
課
　
（
一
階
）

国
民
健
康
保
険
事
業
関
係

旦
雇
労
働
者
健
康
保
険
関
係

　
福
祉
事
務
所
　
　
（
一
階
）

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
関
係

身
体
障
害
者
の
福
祉
関
係

76543132132112

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と

母
子
福
祉
に
関
す
る
こ
と

老
人
福
祉
に
関
す
る
こ
と

精
神
薄
弱
者
福
祉
関
係

社
会
福
祉
協
議
会
関
係

　
会
計
課
（
一
階
〉

収
入
支
払
に
関
す
る
こ
と

　
衛
　
生
　
課
　
　
（
二
階
V

予
防
衛
生
に
関
す
る
こ
と

環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と

公
害
防
止
に
関
す
る
こ
と

　
商
工
観
光
課
　
　
（
二
階
）

商
工
鉱
業
に
関
す
る
こ
と

観
光
事
業
に
関
す
る
こ
と

自
然
環
境
の
保
全
関
係

　
農
業
委
員
会
　
　
（
二
階
）

農
地
等
の
権
利
移
動
に
対
す
る

規
制

農
地
等
の
利
用
関
係
に
つ
い
て

の
あ
っ
せ
ん
及
び
争
議
の
防
止

3213214321121
農
地
等
の
交
換
分
合
の
あ
っ
せ

ん

　
農
林
課
（
二
階
）

農
林
・
畜
産
に
関
す
る
こ
と

農
林
土
木
に
関
す
る
こ
窒

　
都
市
計
画
課
　
　
（
二
階
）

都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と

都
市
公
園
に
関
す
る
こ
と

土
地
区
画
整
理
事
業
関
係

　
建
　
設
　
課
　
　
（
二
階
）

土
木
事
業
に
関
す
る
二
と

建
築
関
係

公
営
住
宅
に
関
す
る
こ
と

公
共
物
の
管
理
関
係

　
水
道
事
業
所
　
　
（
二
階
）

上
水
道
に
関
す
る
こ
と

　
秘
書
企
画
課
　
　
（
三
階
）

秘
書
及
び
陳
情
に
関
す
る
こ
と

人
事
に
関
す
る
こ
と

436543214321
市
勢
振
興
の
総
合
企
画
関
係

統
計
調
査
に
関
す
る
こ
と

　
総
　
務
　
課
　
　
（
三
階
）

議
会
に
関
す
る
こ
と

文
書
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と

予
算
及
び
財
政
に
関
す
る
こ
と

交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と

消
防
及
び
防
災
に
関
す
る
こ
と

広
域
行
政
に
関
す
る
こ
と

　
管
　
財
　
課
　
　
（
三
階
）

公
有
財
産
管
理
に
関
す
る
こ
と

公
共
用
地
の
取
得
関
係

庁
舎
の
管
理
に
関
す
る
こ
と

庁
用
物
品
の
調
達
関
係

　
監
査
委
員
室
　
　
（
四
階
）

選
挙
管
理
委
員
会
（
四
階
）

議
会
事
務
局
　
　
（
五
階
）

一
≡
＝
≡
＝
一
≡
≡
一
一
一
一
≡
一
一
…
≡
≡
＝
一
一
一
≡
…
一
一
一
一
≡
一
一
＝
一
＝
≡
≡
≡
一
一
＝
≡
一
≡
一
≡
一
一
≡
≡
一
一
一
一
一
＝
≡
≡
≡
一
…
一
＝
一
＝
≡
≡
≡
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新庁舎配置図
菌）

倉
　
序

電
覚
髪

吋
・
e

4
工
昧
↑
タ
ー

第会謙室

記
石
ク
ラ
デ

放
百
華
一

漱
育
妾
屡

屡
嚢
墾

暑
嘉
凄
室

尺今議菱

苗’）

釜
妥
き

議
奨
義
室

》
・
し

（も

プ
レ
ベ
ー
タ
ー

隼
一
ニ
　
ケ

陣
r

筆
妾
箆
禽
室

図
巻
κ
接
室

鼻
婁
籾
荷

正
審
室

議

場

茜肥

熔）（1

電気機秩室

》
・
¢

∫
橋
↑
タ
ー

菩庫丈

　
　
ゲ

W
・
じ

　

聖
現
組
含

翁
髪
（
享

停娯美孝

堂令天

消
費
者
の

窓
φ

’

　’
　’

窓
口
が
市
民
課
に
移
り
ま
し
た

宿
直
室

会
募

銀
行

樋支進

プ

，

ダ

「

貌務課

市
民

袈
整

　
　
　
「

　
　
　
「

市民謡

関参

循）

慮
庫

芽望

迫菱

｝
　
t

（ユ

…

エ
レ
ベ
ー
ク
旨

第会議室

衛
峯
孝

塑
寵
耗
浮

肇
｝
覆
屡

簾
祥
諜

裡
昇
画
課

定
談
霧

事叢

席づ

爾
雇
訪
辱

｝
　
C

　
ξ

；
殊
く
1
7
1

図
》
言
聖

髪
寡
室

議
，
裁
皇

管
財
課

ラ
長
室

即
蘇
室

認
務
課

萩
書
企
画
課

　
消
費
者
行
政
係
が
、
市
民
課
に
移

り
一
層
便
利
に
、
市
民
の
窓
口
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
（
㈲
2

1
1
1
）
内
線
2
1
6
番
に
ど
う
ぞ
。

　
昨
年
多
数
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て

「
奥
さ
ま
大
学
」
を
開
校
し
大
変
好
評

で
し
た
の
で
第
二
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
か
ら
受
講
さ
れ
る
よ
う
希
望
い

た
し
ま
す
。
日
程
は
、
追
っ
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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第
十
五
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク

ー
ル
が
五
月
一
日
～
五
日
ま
で
白
石

市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
す
か
ら
、
皆

様
お
そ
ろ
い
で
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
第
一
期
は
五
月
三
十
一
日
納
期

　
保
険
税
の
第
一
・
二
期
は
、
前
年

度
税
額
の
五
分
の
一
の
税
額
を
暫
定

課
税
と
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
納
付
書
は
連
記
で
発
行
し
て
お

り
、
納
期
は
第
一
期
が
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
、
第
二
期
は
、
七
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
二
名
増
員

　
白
石
市
に
居
住
す
る
六
十
五
才
以

上
の
一
人
暮
し
老
人
或
は
、
身
寄
り

の
な
い
体
の
不
自
由
な
老
入
を
対
象

と
し
て
、
日
常
生
活
の
お
世
話
を
す

る
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
二
名
増
員
し

計
四
名
で
よ
り
一
層
老
人
の
幸
せ
の

た
め
巡
廻
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
核
検
診

　
　
　
　
始
　
ま
　
る

　
福
岡
・
小
原
の
一
部
地
区
の
結
核

検
診
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
川
原
子
・
不
忘
・
蔵
王
地
区
は
、

五
月
十
日
。
三
住
地
区
は
五
月
二
十

三
日
。
上
戸
沢
、
下
戸
沢
地
区
は
、

五
月
十
五
日
実
施
し
ま
す
、
尚
個
人
通

知
し
ま
す
か
ら
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
（
ホ
ー
ム
　
ヘ
　
ル
パ
　
ー
）

　
こ
ど
も
読
書
週
問
始
ま
る
〃

　
　
　
（
5
／
－
～
5
／
”
）

◎
み
ん
な
で
本
を
読
み
ま
し
よ
う
。

◎
図
書
館
は
み
ん
な
の
も
の
家
族
ぐ

　
る
み
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
移
動
図
書
館
「
こ
ま
く
さ
号
」
は

　
毎
月
う
か
が
い
ま
す
ご
利
用
を
。

◎
地
域
に
図
書
館
配
本
所
が
あ
り
ま

　
す
。
ご
活
用
下
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
の

　
　
納
期
延
期
（
第
一
期
）

　
地
方
税
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
が
、
四
月
末
成
立
す
る
見
込
み
の
た

め
に
、
本
年
度
に
限
り
第
一
期
納
期

が
　
　
五
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
、
改
正
に
な
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
移
動
相
談

　
五
月
一
日
　
午
前
十
時
～
三
時

　
白
石
市
役
所
　
第
二
会
議
室

　
担
当
相
談
員
　
若
松
珪
吾

　
仙
台
郵
便
貯
金
会
館

　
　
　
四
月
二
十
九
日
オ
ー
プ
ン

　
近
代
的
建
築
技
術
の
粋
を
集
め
て

建
築
さ
れ
た
豪
華
な
ホ
テ
ル
で
、
主

な
施
設
は
、
宿
泊
室
、
宴
会
の
で
き

る
会
議
室
の
ほ
か
結
婚
式
場
、
茶
室

な
ど
の
設
備
も
超
一
流
で
、
し
か
も

料
金
は
格
安
で
す
か
ら
、
ど
な
た
で

も
お
気
軽
る
に
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　
ご
利
用
の
さ
い
は
、
直
接
会
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
仙
台
市
榴
ヶ
岡
二
十
一
の
一

　
電
話
　
仙
台
　
9
3
局
一
二
六
一

　
　
仙
台
郵
便
貯
金
会
館

昭和48年度予防事業計画書
　　　　　　　　衛　生　課

会場等

区
区
医
住
区
区
　
　
館

地
鷲
継
地
必

各
対
婦
三
対
各
　
市

〃

保健所
各　戸
各地区
小久保平

市民会館

各小学校

市民会館

各地区

実施期間

5㊤5㊦
6㊤6㊦
7㊥

7㊥

7㊦8㊤
8㊦9㊦
8㊥8㊦
9㊥10㊥

10㊤2㊦

．0㊤10㊦

．0㊥12㊥

．0㊥

、1㊤

1㊥2㊤
1㊦2㊤
2㊥3㊦
2㊦3㊥

病名・検診名

種
診
診
療
診
診
種
種
咳
種
診
査
種
診
与
種
診
診
種

予
　
地
核
B
嘱
リ
ー
精
　
エ
　
オ
リ
　
う

脳
人
人
き
人
鷺
薦
核
生
梁
み
腸
入
そ

日
成
婦
へ
成
結
ツ
ワ
ジ
ー
結
寄
イ
成
ポ
ジ
胃
成
痘

㊤㊥㊦は月（旬

　番　医
　外　　科
宮城医院⑤2062
加藤（ガ医院⑥2653

刈田病院⑤2145
朝倉病院⑤210！

刈田病院⑤2145
銭谷医院⑤2010

所開設
　1予定期間

5月23日～6月5日

5月25日～6月7’日

5月25日～6月7日

5月25日～6月7日

5月22日～6月4日

5月22日～6月4日

節保育所
　設置場所
大平小学校体育館

白川公民館
南区集会所
八ツ宮瑞詳寺

小原公民館
下戸沢公会堂

休日当
日曜内科

坤欝…　

月

5

　　　　　農繁季
　　保育所の名称

大平農繁保育所
白川農繁保育所
深谷湯口寺農繁保育所

八ツ宮瑞詳寺農繁保育所

小原中央農繁保育所
小原下戸沢農繁保育所

§
　
　
§
　
　
§
　
　
§
　
　
§

編
集
後
記

　
機
構
改
革
に
よ
り
広
報
し
ろ
い
し

発
行
を
総
務
課
で
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
県
政
だ
よ
り
と

合
せ
毎
月
一
日
発
行
に
切
替
え
ま
し

た
為
に
、
四
月
号
は
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
§
　
R
芯
　
R
5
　
R
5
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毬


